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ジア )'\'1 の戸EJ也のや之容が大きいことが 1設計さ 117:ニ 2)

み;殺で(む小，fl~ILl誌検池のそ 千沿い.:)'点 E主ならびには仮設i乏の伊:移を淵廷し，陵地1m

変異と関東地:訂ヘテーダマツを導入する場合の孫子 iWi選沢の問題モ検討したc

なお，本試験はョ 11íj橋'):!;M(liûil らびに irJÎï稲?日;林問との共同試験であり，試験地の l'~fFH.および;~Æ査は，小

松IJj~~λ4林のjli .'lj係J自のご尽力によるものであるィここに，尽くお "-Llìl しあ lずる υ

II 1:共試樟子の産地と植栽試験地

{:l店主将子は， Fig , 1 および Table 1 "ひjえされるように，テーグマツ );_ý主分布の市]llえであるフロリ夕、m

から北似のメリーラント'.l<li までと商|恨のテキサス州立で司会イトむ 9 州から深江2 されたっすなわち，テキサ

ス・ミシシ叶ピ・ジロージア恥(:'{fJカロライナの名川から I 休分ずっと，ア…プJ ンゾー・ Jレイジアナ・プ n

1) ダ・北カロライナの各州から 2 十本分ずつの計 12 j い〉と， メリーランド州の 4 tU2)i Q) 16 から f'長子が

係悠された。このうち， Bounds 地方 J1{， 130-6 と J巴rsev R o，:~.d 地ザ災è Jc 3-" i;l:, +1((よk本;立が少なかっ

たので，ふj査結果の検討から除いた。

tR~J&試験比itl土，併潟県碓氷V\H~~ji!ll 向ノピ同店主 jWj"大ヂタト A才" ílíj橋 n~/l*袋小根山Ji!.料、1、内 lご設定した。

航訟は 1958 sド.tl'lと林 lí:式木場i'Ei焔 lこ橘;ぬい顎 if浅 )1 ['ttî焔 lζ!ノ仁科えして達成した 1 illl!~ミ持え 2 年 11二7むを月j

い， 1960年 4 fj 1，ζ j] なった。

総裁方法は 4 ブロック乱沈fよで 1 プロットを 1 注地または l lQ将JJjlJ家系とし， 2.0Xl.5m の隔で

仰木経uえした。 11樹別家系{土 1'1'(.'1'.こ本殺の関係で，ペミブ[J.ソク;こ人れたのがちj-3 1, Bi 3 2，お〈ト5 の 3

2支系， 1 B15のブ口、ソクに入れたのがBí 1, 1ヨj 2, 130 3, J巴 1 ， Jc 5 の 5 J主系であった。イ也0);え系{土，プ
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Fig. 1 iJt試みn 子のl'.\U!'Zúl:ほとテ h ダマツ ;;yfiうT布地ほのよ去、ド均気iA1CD等 iRii線

Approximatc location of sced sourccs of !oblo11y pinc and isothcrms 

()j 111 日目 n aunu丘1 tcm11訂正lture by W ELLS & '\VAKEL口(1966).
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ソクタL iこ列 iノこ人した。対Hn として， アカマツニた各ブ口、r ク Jζ入 1"1.だ。

会i也のブ3口ットま， Fiι2 のとおりである。

lli ~査万法

1967+j二から 1970 年(}) ，]にわたり， アプ3γ口1 ツ ト iiJ別j月リ止医日ヨ千仔f長乙ソ，ノ木ノ

てぷょ主体 LU:立i:ζ と胸従を'Xitl1j しずこ。 アカマツは!J父民がよくく， 1970;十にはじめ -C JjflD ~可符後の ìi\ljJi三

が iÚ[日とな_')こぐ、ブロソクタト lと列~l).~浦裁されたメリーランドji'l ，ja:^~()コ母船別宏系についても，ブロッグ内の

ものと ii1J じぷ11汗をしに c

IV ~混登結果

L È菱地による生存率のちがい

小H\J! 見本林f;J"jliの 1 rl の長11~j，叫ふl1"C 前後でJT〉 (J ， テ伶〆マツ(，1去、さの容をうける。経[主足後

3 ij"二回までに〉冬初日!の liiti;l ijl だち，タくの地C')![ ぷ了、/やが低[ごした。そのjをも， 3i 内紛矢

~r :t8i:M 1)1 J;主めら;jl:/:、- 0 

1、able 2 (土，官J~J の航法{会 1] 1]二回のブロック泊iJ!1二}九三本書会:0より目 fヂコキ:およびその伎なぶしたもの

である。も立与ヰ片足かっ大の Lr-， メリ p ランド川肢の Bi 3 1 'C 75‘ 8汚であ η た υ 致も低かったフロ

iJ ダ刈の 2 丘地 (No. 6, No.7) トt ，それぞれ 2. 15ぃ 3.3応で，ほとんど会以にjiiい状fg~であった c

γab1ε :3 (-j: ~ ミシシッピj1lì!t~ No. げを i:;i~ いた 15 地の正取(fJ! 変役した iiili) につい‘て，分故分析

をむなったキ古川で、ある c 自分ご 1'.":)1，が認められた ν ブロック!i日分散にもギf怠、性が認められ

たυ ブロッ夕日目(心不J 蕊主ーは，ブロック邸の子本;6':， f!l2J:.約 10郊低←下しているためである c この湾!

け!については2 前線S) ふうに， ブロッ )ill の郎外ブ7泣が，やや jじ きであることによると

Jぢ λ られる。

!l::'i'iこ〉手くがすべてのブロックで 50泌をこえたも UJ {~t..，メリーラン、サH!/iこり忍ì 3 1 および Bo.5 のみで

あった。 4 プ口、ノクをまとゐたf トぷρネくについてj，[l.{) .J二，イキバー 11l)( 土 iげたのように号ンクされる。

709òEJJ二:メリ←ランド(Bi 31) 

60'~.70汚:メ 1) ーランド (Bo 5) 

50~60タぷ: ./ 1.1 ' ランド(Bi 3 2)，有力ロブイサ (No. 9) 

.10 ♂ -50% :γ{ カンゾー (No. め 3 メリーランド(J日ーの，二1 1:.カ n ラ 1 :3 (No. 12) 

30'~40タ0: アーカンソ… (No. 5)、テキサス (No. 1) 宮北)} 1コブイナ (No， 10) 

20"-<30% :ジョ戸ジア (No. 8) , ミシシッピ (No， 11) ，レイジアナ (No. 2) 

10...205を ν イジアナ (No， 3) 

10'を iぷド:ブロ J) )グ (No. 6) , J 口i)ダ (No. �) 

子ヰサヌ'..j'I'!pr (トJo.1) (お Hï談役 3 &f から 11 61'め k での ij:H4くの iぽ|亡が，犯にくらべて出絞iドJ:人きか

rベY
込コ tぃ 、

Table4 (;l，メリ フンロ州足立のもの lζ っし γζ ， プ口、ソク;/-j ヨれたものこアロック -5tl，と総ぷJ され

たものなまこめてョ ?笠絞吉ピ，系許系別iJ!，刈lりj上λ況，

が1VIa…寸] 0の〉伺5必dふ多 五設支{低民が Je巴一 5 の 4必3 内 3:6口仇， 全c体主が 6引1.ぺρoク勾3 であつ fたJ 円 メリ P ラン F州践を除く+l
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抑制gnìfíc i!nt ;H 1 免; level of probahiJì t:y, 

ホ Significant at (i% level of probabílity‘ 
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Table 5. 11 とド伝子ーグマツの州出ij !j 1子ヰ〈

Eleven-year surv咩al of 10blo11y p匤es by states 

Se様ed js/ムou成rce地(S(t州at)E) P自l11aIliLeKd nヌu13;mb数er !t (y.本数 11ia手lf-Eキi
Survival number Survival percent 

Florida 480 13 2. 7 
Louisiana 4今 e円v 9己 19.8 
M罇sissippi 90 20 22. 
Georgia 240 60 25" 。

Texas 勺40 86 35. 日

N. C乱rolina ,\50 176 3ヲ. _< 

S. Carolina 240 i ハ乙。ハ 53.3 
Arkansas 4 己o 209 43. む

孔ilaryland ‘,294 80ハ q白 62.1 
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Fig. 3 精子Jiì'Ul~の主r 平均気ifdl と IJ\桜山試験地での依存率との関係
(NiT 良地l立川 ffJIJにまとめたものである οJ

.Rεlatìon between av巴r呂ge anul1al temper乱ture of se在d
sourc巴 and survival perc巴nt at Oneyama te3t plantation, 
\7vh巴n seed sources wer巴 grouped 絜to 9 states. 

でー設も :~"Úし、卒、を i;~ しずこのがi'ij jJ ロライナ州:ilZ (No. 9) の.53.89-5 であるから，メリ…ランド州から

のものは，作5本が停j らかJこ山Jし、といいる心

]、able5 は，右手!京地を'i'i15}1] にまとめ，その本を示したものおる。さらに. この給J栄ドと F巧iほg必。 1 の?

詰杭1t1純カかA ら t捻育往:";え定i主:した年、i子d均与J気{凱I1ド川IJAiLL との[段隣主幻!係をみたりが Fi辺g. 3 である C 成 j地H向Jの子句1 平j勾気H，凶以u4; と斗一γf存f 芥率iの i削1自剖i刊Hにζ ， 1お

い、の相関 I並行系 J)\(i認められたか=-0.91)，これは，天然分布の地域を大まかに l三分した場合，プ::.:さに対

する抵抗性について令 ・1乞のltiljm(lJ Is!� j;十 fß{子仕することそノjミしたものと考えられる。

2. 産地による樹高成長のちがい

Table 6 は， h占状後 11 jT~ν)谷溢地のブ口 Iソク )jlj 'fMi';~l] i '-.'j;，.[-与やJ ，山およびその!iiべ{立をヌr;したものであるつ

本数が少ないアロ 1) タの N{λ6 と No.7 を除くとす、;九二j悦 i仁むのもヮとも 1 t~Jjし、のがメリーラン v

州 {Eの lうi 3 1 で 8.18111，もっともほいのが/レイジアナ j休日Eの NO.3 で 5.82 m であった。 Tabl吃 7 は，

Y ロリダ州滋 (No.6， No.7) とミシシヴピリH段 (No.11) を生存不数とプ D ット数日)，えから除き， メリー

ランド州!笠のJe 5 のブロック i には代用胞をあてはめ p 分散分析を:ii なっ 7ォ，i\T~~主で JS0 (J民地目立分散に
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Tう 1. 汗 1

Bi-3-2 
Bo.5 

Je 5 

咜: No り， N仏 7 および No‘ 11 ;';:.1;会く時ノ1) ，lht: 小石双タ;ー;日銭/Í'く亀 0.47 m, 1% 水準 O、 65mη

Nole : Least 剖gnificant d凬ference between seed sources excepting 1川町ida (No. G, No. 7) and Mississippi 
(No. 11); 5俗、.，. (I .47m , .1俗 "'''O.65m.

(No噌 11)ぅ}11立 )j析;ブ n ')ダ.)'I1 V( (No. 6, N。司 í) お

そ才く 13Fì')L: o) テ F ダマツの l 1- 1Y， :"':!:)A I\'-~; 

/\，n日lysis of vaiancc; ck: v('J1ゐveaτhdght � l�lol1y pine~， frorn 13 sced 

sourc巴s t~:Xωptíng Florida (No. 6, No. í) 日ld Mississippi (No. 1]) 

'(5 c::シシソTable 7 

、 iι 前!

Sum ()f squ呂res
q li! W: 

, Degrccs of freedom 
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A人
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ハ
〈
ノ

変動 l'J
Sourcc of V乱 riation

,FE F F�!. :1自
ブ口、，ク

"ン去

'1'ab1e 8, メリヴント、応 1if. 1山:jlJ;i<;誌の 11;1:1 二川山

Elevcn.vear h巴igh( of ope11φpullina t.εd loblolly pín巴

progcnics frol11孔 Iaryland

料 Significant at 1.% leve! of probabilityヘ

7 宅 84

1305 
Je. , 
j 巴

Je 3 b 
Je. '; 
九4日 -1

公判、 Overall

m 
7.20 

/.68 

8.18 

7.93 

8.69 
8. 記3

7. 
/つA

、j ト"

勺.，

1i32 

よ υつ

4 

16 
つ6

1 

Bil 

Bi 2 

_Bì~:)~l 

B� 3---2 

130 
拡0"，2

Bo..3 

BOA 



i� '255 .f} 林業試験場研究将ぷ?~ 54 -

Fig.o1 子一夕、マツとア);-:;-ツ σJ

ぉtínij'tX:.l三
先Il{、，1:l等卦される

;よt右足時!のプヴソト守派1立されたお

H.eight g1"Gwth of loblolly pin巴

and japanos0 red pÎD巴;

1) expected height in the best 

slte, 
2) m巴asured height at t11e p!o!.s 

which woro 絜cluded in the 

plant在tiol1.
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昌

い司'j窓 1110カ忍めら才ご{ブ T:1 、ソク l!日分 rr"{; 土干 f ;Ê0~でなかった G n-i~J出njjOjλr~ i:句樹 ;r:}J G!.コ J11小有志禿(L.S. D.) 

Table Jむ 596 水準で 0.47 rnj 19♂ Aく;下で 0.65m である(，メリーラン

8 1と:iJミされるように， k5 の 7.18m 刀、~) 1¥'1a 1 の 9.00τn の聞にあり，ぺで、iぺ .l2Cj で、;土 7.84m であった。

とれ lふ〆リーラン F州，Rf:を< ilt 0) i!rdtll (i) 111で 1 J!& もがれ'i~IJíjxJ古の寸ぐれていた北ノヲ r:.lライナ列 (No.

10) の 7.S5m とほぼ同じJ1~絞であ〉 fzc

次 O):[Rilijj にランクされるじ

7.5m 以上ーメ 1) • アンド(Bi 1, Bo- ,j , Jc-5 を除く他の家系)， .1ヒカロライナ (No. 10, No. 12) 

ァ，カンゾー (No. 4, 7.0'-7.5m メ 1) 片手ンド(Bl-l， Bo.4 , Je 5入 rH :h n 弓イ十 (No町 9) ，

グョ…ジア (No. 8) ミジシッピ (No也 11) ，子h 5) 多

ルイジアナ〈沢(;.2 ， No備の7.0m 以下 e テキサス (No. 1) , 

とのう官、， )レイグアナ川 (No. めは， •• f'， ブロックで長ll:l; ill![をええし予三ド EJ似刊でも 5、 82mでごく

らべて zt しく劣コていた c 支た~ ßì~:b告の斗:;(:Pれと、jf.: J{:J 話Lだの I!'，]iと，有ぷな i'il I)!J 関係が;エハノ〕ムれ (1' =0， 69) ，

よt#ヰZ cJ)ïfオい沿っtßのさうくじし平出向で I:ú'l乞占めていた。

Fig. Iふテーダ守ツと γ カマツじ吋公 ii";jf!X: J J:)を l-t!jl支したものである。との氏追lilill で~j:~テ h ダマツ 一、?

ノ

地位 I アカマツで子，tnさ才る組!可正比収しょ市カマツの 2.5 -1:\':11'ζ3 .fS~の兄長;;ójミした.~

I 匂凶のアカマツと r;，jじ ;f!;UtO)渇f?でも、それより劣る段\1J1. r主認められdなかった。梢依 11 éfめで;ぐし

之れぞれ I 守し?と Pí'， Jili :立約 15丹ハ介コ、了上土 ~!Jバ二地もある iß9 f;}も

j祉のア力マツよりもすぐれていた。

陵地による渡筏成長のちがL、3. 

11 年目の;(.t.，i笠肢のフロ〆ク見Ij約日ゴ.~，、胸 in:; fl~[ ，fをおよびそのillí目立である υTable ヲ(;:，

ブ n i)ダ手 (N仏 6， :No.. 7) とミジシッピ州政(No.'l'able 10 iむ結ぶl之について行士円/こように，

11) ぞ徐さ，メトランド;H'I 凡;じった 5 のブロックl(と代ml[i'[そあてはめて，分散分f!î.長 J Jーなったがi泉で

為る。i1{!t!llI i 日分散:と l\'~?j t 吋T :Itttが認められた。ブロック f:;])t 1訟は有志:でなかっ土。政治日]のYヲゼコ芸

のEミノト ff，な(1.. S. D.) ;~l ， 596 7Jひ1;" で 0 ， 9 Cn1• f l:� :;]<}訟で1. 3 crn であ"')た c



テーダマツ fmJill試験務 2 報 (三上・ 1出 ji j) 一回一

Table 9‘出:~ :h11 汚 ij テ グマツの 11 "1三二胸 jYh:ì �1I :f芸

トèleven-y白川. diameter of loblol1y 抑制うs from 16 日丘町1 sources 

13.6 、 Jハ.口0 13.0 ハヅ ‘ ~ う 12 耐 4 13 

2 13.9 :3h ム 13.5 13.4 13. ふ 8 
1 印、 12. e 9. :3 1. :3" :~ 5 1:i.. () 14 
L 14.0 :3. J 1 ~土斗 11. 6 1:1.0 11 

5 '2.d 13. ~ 1:3. �' 13.3 ヲ

。 o h ハj , ,/, 1 ~)"ι 15. ;) 乙

7 6.1 12 担 2 14.7 1:3.7 .1 ]. 7 16 

14.0 ]5 ‘ 3 u人: 13. � 14.8 rノ、

q 13. -1 ,idh,,4C 「 14. ど

•() l3.5 15 , ¥7.2 

I 己() 1 ウ q 14 , 5 
15 , 0 1 ,:\ (': 14. 14.1 5 

日ì-:)-1 12.4 12争己 1-3. ¥2.6 L仁 S : 'ﾎ 

Bi-:)-2 14.2 14.2 13y6 ん 3.5 iιLζ代、，ペV 6 

Bo---5 1 L 9 9 12. る 1ム 1λ F ゐど? 12" () 14 

Jc-5 1ム ウF 12. 凸 13.2 10 

i:1:: No町 6~ No. '7および No. 11 を|徐 r 泌総仰の段 .j\11Tふ‘北; b%)j(涼……0田 9 Cln~ 1~f) 水準民 L3Cn1 c
Note : Least signif兤ant difference between seed S0l1rce8 excepting No. ら No. 7 and No" 11; ~)5h level… 

G、守 cm， 196 level 占1.3 cm. 

Table 10. ;フロリ ;.~"jHEí'l (No. 6, No. '7)およびミシジッ i，，:Jl !rJ.)，' (No. 11) 

を|泳く 13段対立のラーダマツの Ll ，iF~t .fjおよ 1;蕊筏

Analys� of var�nce; elevenヴea1' d�mcte1' of lob1011y pines ﾍ1'o111 1:3 seed 

sources exceptil1g Florida (No‘ 6, No. '7) and Iv1ississ�pi (No. 11) 
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料 Significant at 1 発， level of probability. 

Table 11. メリのおランド州政日1]1家系の l1i手と匂ぬま!筏

Ekv記n-year dían可~ter of open-pol1�nated loblolly pine 

progenies froffi お1aryland

ちト] 32 12. .Bo--5 140 

Bi-2 72 1:3.0 Je. 〆1l 13 、 1

Bi--3-1 J.゚ 2 12.8 Je…2 2:2 ]4 曙 2

Bi-3-2 139 13. ヲ Je-3-.a -1;ワJ 13. ヲ

Bo 1 14 15.5 Je--3 十む 65 13.2 
Bo-;! 16 14.1 Ma-l 。〆 15 ‘ 1 
Bo<3 36 12.8 

BO"4 13 12. ? 全体 OveraH I 出34 1.3.5 
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ゴヒカロライチ

州践の No. lOが 15.6 cm でもっ

とも大きく ， Jレイジアナ州絞の

NO.3 とメリーヲンド州産の Bo~

5 が 12cm でもっとも小さかっ

た。メワーランドJ'11 践の時樹jJIj家

系の平J:!;gijvßiきîlrli筏は， Tab!e 11 の

とおりであり，~平均値が13.5cm

であった。これら家系若手は，樹高

成長では全体 lこすぐれていたが，

j淘高 rf)後では，大部分の家系が全

陵地の平均かまたは平均以下ーであ

cm 
16 

a

得パ
ザ4q
φよ
....., 
%; 17 
<!J 
c 

...0 

斗J
尽〉

'" IQ 
斗J

さ
代o

「ユ

号間
間
前
向
鼠
径

自

った。胸出';iJQ径と佐L';;J のl1ÆJ係を後

地別ム(z:LさH誌で見る|汲りでは， íilij者且
L

の:自に松関関係がおるとは認めら
I I y..r' 10 9 思

少による密度効泉が胸Jf5 直後 iこ影

響していることも認められなかっ

れなかった。また，
/\もも

Fig. 5 テーダマツとアカマツのíi~[1を白足長;

1) 地位 l 等地で予想される胸!ì':;j直後

Diamet己r growth of loblolly pine and japanese red 

pine ; 1) expected diameter in the best sit日.

富令ま手

た (rニー0.28)。したがって，メ

1) ーランド州践のものは， .f也の gf~ii血にくらべて，幹Cう形がン己主主な性質与をもつものと泣きえられる c これらの

いが，メリーランド州の各地方から数本ずつ選ばれているので，おそらく

キrf~え官せまたはそれに準ずるもので、あると推察される。したがって，それらの子供若手が完済な幹をもつのは，

当然かもしれない。 -)j， 北カロライナ州窓口) No. 10 ~むiHí径!戎 iえが最大であり，樹lfii成長もすぐれて

も大きい笈地であるのいるので，現在までのところ，

アカマツとの比絞でlふ試験i也に繍tJとされたアカ?ツが， 11{ド日でようやく胸r~{jmr1:そのi\I.日7むが可能にな

I 等地、のアカマツで予想される潟?~~泊、?をと比絞した。 Fig. 5 fごぶされるように，設ったばかりなので，

I 等地のアカマツの約 2{さの ii~[l壬成;廷を示した。全産地の平も劣る成績‘を示したテーダマツの産地でも p

均憾では約 2.3 傍，最もすぐれた i釘芸成長を元えした産地ではが'12‘ 6 jきであ勺た。

テー夕、マツの産地問変異と関東地万へ本樹種を

導入する場合の種子産地の選択

V 

テ{ダマツの適応性や成長について，ITìi_地問 iと遺伝的なちがいがあるととは， 1930年ごろから知られて

いる。その後，おIf.ËE地のアメリカ南部では，大がかりなJ主主出試験が継続されており，天然分布域内 lと設定

された試験地の結ヱーから，次のような一般的傾向のるる ζ とが報告されている c 天然分布の間側の波地ば，

東側のjJ}j也よりも生存率がïfJîく，ガt:"~内 lとおかされにくい8110)11)。成長は I 7r}洋音似てが内陸部政よりも

も短 H条件で

も， tltì了~JiJumの十五!支が低いほど指南が高い実験結果がi\} られており，試験地で認められる一般的傾向を裟

般的にすぐれており 9 経度がい]じさあれば，緯度が低いほど良い山)11)。また，是正l



テ戸ダマツ}守山色試験雪印 2 報 (一三 r~:_ ・'1';)11) ヴ
4

p
h
-
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ゴげている 1) c'純子のほさは，天然分布のzgから東lζfiìJかつて尽くな{;)地恕的傾斜を刀、し，とれと ~E上告の

il年前七~~との;iUIこ る7)。 ゾゴ，天然分市の iE妙子地みや天然分析1)域外 l立総裁さ

は， fjÎ五iêQ)ftrJ: jÎりをノふさないようであるつむしろ，地元ifflや気候条 VI'の似たïhlf:lmからのものが，引ニ?学〆ヂカ)r勾

く~ nえ1えも良い被告が 23 し、。たとえば，メ i) ーラソド州のí~地Jμt験地のfJ文京f:では，防水時代l立Iねの陵地が

;ないが， りーランドガt および一Jtカロァイナ州践の生存率がおく 9 協!←íf~Jj立 Jlt ち~~f'ぐれている 6) 。

mイリノイ 1'1'1 (と椴)d~ された例では， 10{!'.伎でメリーランド対i とヴァージニアJ'l'I ä'の必n完成長が良く，生{:{

ネはこの 2 守!守とア~---カンゾ'州政がおいっ自のrb>lJ巴(:j: ~尽さの徐容を多くうける 13) 。

チーダマツの天然分イ!]の二i七 n>lであるメリーランド州の年平均夕、おいよ， 14~..15'C である。小松rJ l試験地

ば 12 0C 前後で， 1 5j の汲低気温は 116C (こ低下し，天然分布の気役4i?を了織えている。フロリダj刊の産

地は， r't�;l;:: W::dtおよびザ以比後 1 2 までは樹高成長が絞もすぐれていたが，その後の怒さで，ほとんど

枯死した υ ジョ白ジ 7 州日r.)j!!f~泌は， 京本!時代の成Jk)l!f({，ri土 3 伎であったが，締法後 3 (r:Vr~i で 8 位lと， 11年

目で 12 伎に務ちたり逆にy Jじカロライ十州の 2 阪地は~ ({i水時代の1事j，i'iJ成長が 9 伎と 12 伎であったが，

憾裁後:0， ff. 11 で 6{立と 5 位 lこ i がり， l1 {f 日では 3 伎と 4 伎になった c メリ p ランド州の iます封別家系につ

いては，後災i正樹の;$7(::であるとえうえられるので，他の感地と 11，] 1二レベルセ li記長を)I:Jrzずることはできな

し、。しかし， 子供j詳のJI:i'P*について;士，選択の~1;習がないと考fしられるので，全家系を 1 つにずまとめれ

ば) fluの!ÎOtl~と相対的なi叫交が l司法である。とれらほ樹別家系訴は，金、v

訴しく fi'iJ いヲ:.;;~γを爪した。湖南成長:むつねに!も?であった。とれらの給采は， Ijíhlのメ lJ ーランド刈

やイリノイ州の該地決験地で符られた結JJk6)lS) と良心-致ずる。

関東地)fs'.:h\~ について見ると，句不i;~:_]気jj[i が H'C そこえる 以トhυコ託手 Jîさわ，Rlと沿った

海;ζIí[!.られており，大，;jl分の地域;土 12~~14 6C の i犯にある。とくに，栃木県とJil馬県では， 1O., .12'C 

の地滑がかなり合まれている。したがって，関東地万ヘテ"ダブツ ;ÿ ú}.入する j持 f?iむ 5!t~ さの'i!f ;6:'1問題と

なる。まず "f~ さに DJ:l いi:?f:地 i存在弘之びァその 111 から ni~災その他のJI;'1'.î:がすぐれている imJif~を選択すべきで

あるつ /j\llülj試験地の結果て、 tふメリ…ランド・北カロライナ・筒カ口ライナ・ア P カンソ ~jl'l 院が，イ也

く，コ主主:と i名絞的強い産地主二考えられる。成長;亡勺いてはp

したばかりなので，特に ij!Jし沼はできないが， これまでの弓潟経jJj江からぢえで，見守 ~jJ ロライナや rーカンゾ

ー州院が， γ;うわメリーヲントマと ;It.カロライナ州民:そしのぐ Jv;f!えをするととは別手寺できそうにない。 以上

の点から，弱点灯iしむへ子炉叩ダマツイi導入する場 iî(土，北カロライブ州以jt:;C')優良.**分から採集された桜子

を利用すべき vごある c~ 〆考える〈

外~N泌滋の;l'i ;f)f iごっし Bては， 適応性や成長のほかに， なるのわが悶におけるテーダマツ

の政治試験地からは，羽衣までのととろ，それらのl情報は皆燥である c もい生物容が問題になるとすれ

ば，穏子産地の選択には，さらに約 lJ!f'のおし吋:地試EJIが安求されることになろう。
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A. P:rovenance Trial of LobloHy Pine (2) 

Eleven-ye晶r resuHs at ONEY AJ'¥IIA test plantatioll 

Sllsumu ß.1rKAMI 、 1) 3nd M.itsuo lWAKAWA(2J 

SUffiluary 

Loblolly pine w品s :ln t.roch冗ed ﾌllto ]apan in 1911 and thereばter， and som日 pílot plantations 

�dicated 8uper�r growth 01: loblolly p匤e 1:0 that of the indigcnous pìTlぜお， .E densiflora and 

P. tJnmbergii. The 乱rea of t.h吃 lobJol1 y p�e plaηtat:ions total百 1 ， 640 hectares. Th.� sl:udy was 

initiat己d to obtain inJorlD.atiハn OIl betLer seed sources of loblol坙 pin札 >rb告 seed ]ot8 were 

ιol!ected ﾍrOll1 12 stands of 8 states and from 16 trees 匤 Maryl乳nd throughol1t tbe natu:ral 

rangc of the spc仁ies*l. T‘h己 înfonn司tkm 011 the "eed source~'; i出品V泣.i1 able in Tabl日 1 and 

1デ.ì gure 1. The test plantat卲ns w巴 f伝忠告I:ablished 乱t 8 loc ョ 111:10日 [n the southern half of Japan 

in 1%ヲ'，60陶

Ln the presεnt papeア we d日al with el日V巴J1ヴ'ear result 臼 at the ONEYAMA tesL plantation 

Jocawd in Gllnma prefoctu r<2入

The seed 1ing汚 mised in the 九喧巴guro llurscr-y o:f th日 Go寺rernrn巴nt Forest Experlment Stati.ol1, 

1 ‘okyo, were plallted at ONEYAMょ1\ in tho spr�g of 196(L A randomized block dεsign vvith 

4 replicatjol1s was e打iployed， except 匤 the case of the Mississippi souyce (No. 11) 訂以 sorne

of iJ.líぅ opeγトpollinated pwg巴ny familles frorn M品ryland wh�h had 108弓 than :" y士、p!kates‘ .M.ost

of the progeny families irom 長Ja1'O'1社nd ，"εr日p.lanl:ed in :rO¥vs sUrfoilnding the blocks. The 

plots V;巴rと rとctangul良工、 15 X 12 meters, and werc p1aηtcd w咜h 60 s正 edlings 011 a spacln 戸; 01 

2 ， Ox 1. 5111巴ters，

Heights and diamet�'rs at breast heì記 ht of a!lちurvivlng tr巴es 1.1]伝a.ch p10t wer記 HleaSll:red j

anc1 survhTals \'i/己γ巴 rccordcd 011 each ploL 

銭百rví.v語I

Climatic condition of t11c ONEYi¥MA plantation is sever記 [0 1' 101、Iolly pine; it 罇 ahout 120C 

UJ o_veτ日 g\~ annnal '1εmperature and ab�t , ....11"C 匤 JlIﾎ.niml1m tempcrature .�n Jannary. '1、hrough

t11c first 3 ve日rs SOfD_C plants 0:( south日rn SOlln:C8, particub.l勺 tllCsε of Florida sources (No, 6? 

J.~o. 7) \ve-rピ COlJ_sp:icuously ιl:! rm:gcèd by cold. Thc 11ヴ官三r data on survival 乱fe pr印交うれ上ed ì日

'1、札bl 日" 2, 3 and 4, Survival ratios 絜 rc1μt i.on 1:0 seed SOllfC 日;::.; v乱d記d h-oJJ1. 2. 1 per c日nt ()f 

Florida (No , G) t.o 75 , 8 p日r cent ()f Maryland (関与1) ， Mo:ce than 40 peI' C日nt of trees from 

l\.rl王乱llsas ， S. Carolina, ~i\t Carolin日L 旦nd I¥IaryIand SOUfC巴日 8urvlved, while less than 25 p日r

ζent suyvived ;:UUQug those. fronl Louisiana, .l'v11ssissippi, Georgia and Fli)r�a 8ources~ .l¥s ì日

evidont from F竑ure 3, thεr己 is a st:rong 11日gati可 e corre1礼i:ion b忠十ween survivals at the p�nt:aｭ

t.ﾎOll and average annu.alτe:rnperatu :res 0:[ the origin日lh自 bitats ， when seed SOllrces were grouped 

ﾍnto 9 states. 

HeigM growth 

Eleven-year data 011 ho�ht growth are present肝i � Tables 6, 7 且nd 8. Ther色 werεhighly

*1 輟operators in seed eolJecti.on were U‘ S. Forest Service, Te玄as Forest 5ervicc, Louisiana Forestry 
Comrnission, N. C. State University, and Department of Research and Educat綷n of Maryland. 

Reseived April <), 1973 
匀)(2) Si1viculture Division, Government Forest Experiment Staτion ， Meguro, Toky�. Japan 
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sign�icant differences betw巴en s巴ed sources. The 乱verage heights varied from 5.82 to 8. 18 

meters by seed SQurces, excなpt in th臼 cas巴 of Florida sources which had very :few suτviving 

trees. N. CaroUna (No. 10) and Maryl呂nd sources showed best average he�ht. Although N. 

C品rolina sources (No. 10 and No. 12) were the ninth and twelfth in the seedling he�ht in 

the nuτsery st乱ge， the rank shifted to si芯th and fifth 3 years later in the plantatiol1, and to 

thlrd and fourth 11 years later. The rank of the Arkansas source (No. 5) also shifted from 

th日 thirteenth rank at the end of thr日e years in the plantation to the s巴venth 丘t the end of 

11 years. Texas sourc邑 (No. 1) and Lou�僘na sources (No. 2 and No. 3) were Llsually in lower 

r且nks‘ The S0氾d sources may be arranged by the fo!lowing order of thre日 groups on the 

basis of their aγerage h邑ights.

More than 7.5 m巴ters: Maryland, N. Carolina (No. 10 and No. 12) 
7. 0 ~ 7.5 meters: Arkansas (No.5) , S. Carolina (No恥 9) ， Mississippi (No時 11) ， Arka出as

(No. 4) , Georg� (N仏 8)

Less than 7.0 meters: Louisiana (No. 2) , Texas (No. 1) , Louisiana (No. 3) 
He�ht growth of loblolly pine was r日markably sup配rior to that of Japanes巳 red piile (P. 

denszfloγa). 

Diameter growth 

There were signif�ant dìffer巴nc日s b巴tween seed sources in diameter at bre乱st height of 

the t.rees at th巴日nd of 11 years. The trees from N. Caro1ina (No.1O a泣く1 No. 12) , S. CaれJlin乱
(No. 9) , Georgi且 (No. 8) 乱nd Miss�sippi (No. 11) had lar内ger diameters, and th08e fro!11 
Maryland, Louisiana (No. 3) and T忠xas (No. 1) had smaller diameters. Those of N. Carol�a 

source (No. 10) showed best average diametel二 Diameter growth of lohlol1y pine was twice 

as much as that of Japanese red p�e expected from the yield table for the best site (Figure 5) ‘ 

From the r・esults shown above, i.t ﾍ8 concluded that seed lots from N. Carolina and Maryland 

result巴d in high surv�al and vigorous growth a1: ONEY AMA test plantation. すherefor科 we

may recommend to those who '11'1811 to 1ntroduce loblolly pﾍne into t11e hillyτegions 匤 central 

Japan that tho provenances of !1orthεrn parts � natural distributio!1 such as Maryland and 

礼 Carolina are more adv呂 ntagεous and less risky，日specially when the s羡es of planned planta腕

tion 且re Iik巴ly to suffer from cold injury. 


